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流の船着場からは

展望台に向けて30

分の山道になる。

ただし、しっかりとした舗

装はされておらず、一歩足

を滑らせればどこへ落ちる

かもわからないような所で

ある。岩で滑らないように

気をつけながら、一人分し

かない道幅を行く。

時間を知るために見た携

帯のディスプレイには『圏

外』の二文字。まさに外界

から隔絶された時間を過ご

す。なかなかない経験に想

うことは多い。普段は見か

けない植物も多くなり、薄

気味悪さを覚えるようになっ

た。まるで地の果てにでも

向かうような気持ちだ。

そうこうしているとよう

やく開けた場所に出た。展

望台に着いたのだ。そこか

らは一つ目の目的である

『マリュドゥの滝』が見え

る。各々写真撮影を楽しん

だ後はすぐに出発。次の目

的地『カンビレーの滝』へ

向かう。この行程は先程よ

りも短い15分の徒歩の予定

なのだが、歩いているうち

には永遠のような錯覚を受

ける。終わりのない迷子を

続けているような感じだ。

どこを歩いているのかもわ

からなくなる。方角なんて

とうに忘れた。ただただ、

無心で山道を進む。

カンビレーの滝に到着。

そこでは長い年月の間に流

れる水に削られた岩肌が自

然の雄大さを感じさせてく

れた。

お昼を済ませた後、一行は

『星の砂』で有名な『星砂

の浜』へと向かう。そこで

は星の砂を探す人、綺麗な

海を背景に写真を撮る人な

ど様々であった。

次に向かったのは本日最

後の行程となる『由布島』

だ。西表島とは薄く水を張っ

た土地で繋がっている。そ

こを『水牛車』で渡る。水

牛の体は思っていたよりも

大きく、牛車から見えるそ

の背中がとても頼りがいの

あるものに見えた。水牛に

は『優作』、『小次郎』と

いった名前が一頭一頭につ

けられていてそこには愛着

を感じる。一歩一歩がゆっ

くりで、それでいて確実で。

水が張っていて不安定な足

場をしっかりと進む。

由布島で見学を終え、そ

の帰り道。乗務員の方がBEG

INの『島人ぬ宝』を披露し

て下さった。地元で生まれ

育った方のその歌声ととも

に牛車の中を通り抜けた風

は、ここでしか学べないこ

とを少しだけ教えてくれた

気がした。（藍）

▼道なき道を行く一行

▼カンビレーの滝で写真

を撮る。


